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藤
井
寺
市
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
総

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
今
年
度
の
開
催
は
中
止
と

し
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
書
面
表
決
書

に
て
賛
否
を
募
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全

会
員
施
設
が
4
月
23
日
ま
で
に
賛
同

し
て
い
た
だ
き
、
令
和
元
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
2
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
す
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令
和
２
年
度 事

業
計
画
案
の
提
示 

 

昨
年
度
事
業
計
画
と
の
大
き
な
変
更
点

は
、
事
業
活
性
化
の
た
め
、
小
委
員
会
を

設
置
し
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
す
。 

■
災
害
小
委
員
会
（
西
野
副
会
長
）
は
、

昨
年
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
、
発
災
時
に
お
け
る
各
施
設
の
具
体
的

な
役
割
を
可
視
化
し
、
ご
利
用
者
が
適
切

な
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
し
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か

ら
、
災
害
に
強
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。 

 

■
研
修
小
委
員
会
（
徳
畑
副
会
長
）
は
、

地
域
福
祉
で
起
こ
る
様
々
な
課
題
に
集
点 
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奥
田
会
長
は
、
今
年
度
の
施
設
連
絡

会
の
活
動
方
針
を
示
す
が
、
い
ま
だ
収

束
の
状
態
が
見
ら
れ
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
は
甚

大
で
あ
り
、
こ
の
対
策
を
最
優
先
に
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。
休
業
、
派
遣
切
り
、

ア
ル
バ
イ
ト
切
り
等
々
、
雇
用
が
維
持

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

生
活
困
難
者
支
援
を
積
極
的
に
展

開
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

令和 2 年度事業計画（骨子） 

施設連絡会を構成する会員個人・施設

が力を合わせ、生活困窮や社会的孤立の

防止、災害時の要援護者の安全・安心の

体制構築について、継続的な協働や地域

福祉の実践に努める。 

1 定例会開催による会員施設間の情報交

換、交流活動の促進 

2 市社協との連携強化 

（１）パープル＆社協フェスタへの参画

＜今年度は中止＞ 

（２）赤い羽根共同募金への協力 

（３）第３期藤井寺市地域福祉活動計画

の実践・協力 

（4）事業活性化のため、小委員会を設置

し、地域とのつながりの充実を図

る。 

   災害小委員会（西野副会長） 

   研修小委員会（徳畑副会長） 

  とっくり委員会(大谷委員長) 

3 民生委員児童委員協議会、各種福祉団

体との連携・協力、交流 

◆
緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付    

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
が
3
月

25
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
緊
急
小

口
資
金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
減
少
が
あ

っ
た
世
帯
を
対
象
に
、
20
万
円
以
内

の
貸
付
を
す
る
制
度
で
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

   

藤
井
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
相

談
窓
口
と
な
り
、
四
月
～
五
月
に
限
り

土
・
日
曜
日
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
受
付
開
始
か
ら
す
で
に
二
百
数
十

件
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
相
談
窓
口
に
「
食
料
品
等
ス
グ

に
必
要
な
方
。
ま
た
、
介
護
・
福
祉
の

仕
事
を
考
え
て
い
る
方
。
ご
相
談
下
さ

い
。」
と
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
貸

付
を
す
ぐ
に
受
け
ら
れ
な
い
生
活
困

難
者
を
対
象
に
寛
容
な
気
持
ち
で
、
お

お
む
ね
10
万
円
を
限
度
と
し
た
「
経

済
的
援
助
（
現
物
支
給
）」
に
よ
る
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
失
業
者
に
対
し
て
の
相
談
窓

口
も
設
置
し
、
施
設
内
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
等
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後 

増
え
る
相
談
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な 

支
援
が
今
後
必
要
と
な
る
か
模
索
の

日
々
が
続
き
ま
す
。 

 

を
当
て
、
市
民
向
け
の
研
修
会
を
行
う

こ
と
で
、
施
設
と
地
域
の
日
頃
か
ら
の

結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。 

■
と
っ
く
り
委
員
会
（
大
谷
委
員
長
）

の
活
動
方
針
は
、
委
員
会
の
発
足
時
に

立
ち
返
り
、
事
例
検
討
を
中
心
と
し
て

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き

地
域
の
方
々
と
の
連
携
強
化
も
図
り

ま
す
。 

①
定
例
会
（
事
例
検
討
会
）
の
開
催 

②
三
市
（
藤
井
寺
・
羽
曳
野
・
柏
原
）

合
同
研
修
会
の
開
催 

②
定
例
会
に
、
民
生
委
員
や
福
祉
委
員

の
参
加
を
促
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
を
方
針
の
柱
と
し
て
活
動

し
、
地
域
住
民
と
福
祉
施
設
が
一
体
と

な
り
支
援
を
行
う
地
域
を
目
指
し
ま

す
。 



 


